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​１. 調査趣旨​

​　​​天ケ城公園は、昭和54年の開設以来、高岡町のシンボルや桜の名所として親しまれてきました。し​
​かし、現在は桜の季節以外の利用低迷や、施設の老朽化といった課題を抱えています。これらの課題​
​を解決し、年間を通じた利用促進と地域の活性化を図るため、調査を実施しました。​

​２. 調査目的​

​　民間事業者との対話を通じ、独創的なノウハウやアイデアを活用することで、効果的な事業手法を​
​検討するとともに、市場性の有無や参入障壁となる課題（規制等）を整理し、今後の事業化や公募に​
​向けた条件等を整理することを目的としました。​

​３. 調査の対象​

​名称​ ​天ケ城公園(広場、天ケ城茶屋、パターゴルフ場等含む。)​
​※天ケ城歴史民俗資料館や天ケ城体育館などの社会体育施設については、直接の調査​
​対象とはしないが、天ケ城公園と一体となった提案、意見は受け付ける。​

​所在地​ ​宮崎市高岡町内山2007番地ほか​

​用途地域​ ​市街化調整区域​

​主要施設​ ​広場、大手門広場、天ケ城茶屋、パターゴルフ場、​
​（近隣施設：歴史民俗資料館（城郭型）、体育館、野球場等）​

​４. 調査のスケジュール​

​サウンディング実施の公表​ ​令和７年９月１日​

​エントリーシート受付​ ​令和７年９月１日～令和７年１２月２６日​

​個別対話の実施​ ​令和７年９月１日～令和７年１２月２６日​

​５. 個別対話の参加者​

​　個別対話に参加いただいた事業者は次のとおり（敬称略）​
​1. ラプター 株式会社（サバイバルゲーム企画・運営等）​
​2. 株式会社加藤えのき （地域産業・オフィス利用等）​
​3. 株式会社ケイ・アイ・シー企画 （アソビパーク運営等）​
​4. 株式会社南九州プロジェクト （地域商社・コンサルティング等）​
​5. MSG ミズノグループ （スポーツ施設管理・運営等）​
​6. 宮崎トヨタ自動車株式会社 （モビリティ・まちづくり等）​
​7. 株式会社Tameni （地域課題解決・コミュニティデザイン等）​
​8. 株式会社オファサポート （医療・福祉・レジャー事業等）​



​６. 調査結果の概要​

​①​​対象地のポテンシャルと市場評価について​

​主な意見​

​集客のハードル:​
​　​​立地的に、通りすがりに立ち寄る公園ではないため、​​大規模な遊具開発等がなければ、一般的な​
​ファミリー層の集客は難しい。​
​　坂道などのアクセス面も不利である。​
​ニッチ市場:​
​　​​一般的な公園利用とは別に、ターゲットを10代～30代に絞ったコンテンツであれば、既存利用者と区​
​分けして新規開拓が可能そう。ただし、常設ではなく一年に1回など限定的なイベントが前提となる。​
​逆転の発想:​
​　来園者が「わざわざ目指して訪れる場所」としての価値が必要。​
​　あえて「行きにくさ」を逆手に取ったブランディングや、特定の植物（コスモス、コキア等）に特化し​
​た植物園化などの方向転換してみては。​

​意見まとめ​

​　​​現在の天ケ城公園の状況では、「目的地」としては魅力が低い。​
​　目的地となるためには、大規模な開発が必要である。​
​　一方で、一過性のイベントであれば立地のハンデを克服し「目的地」となり得るポテンシャルがある。​
​　いずれの事業者からも、自らが主体となって事業を実施したいという意見は出されず、現状での市場性​
​はないという結果であった。​

​②​​事業スキーム・課題・条件について​

​主な意見​

​スモールスタート:​
​　いきなり大規模な整備を伴うものではなく、まずは集客性や採算性を確認するため、小規模なトライア​
​ルから始めてはどうか。​
​規制緩和:​
​　​​BBQ等のイベント実施のための火気使用ルールの緩和や、都市公園区域からの除外等の柔軟な対応がで​
​きるのであれば参入の可能性が高くなるのではないか。​
​リスクとコスト:​
​　​​大規模な整備は民間にとって投資回収のリスクが高すぎる。​
​　現状のままでは収益化は厳しい。官民のリスク分担が必要。​

​意見まとめ​

​　​
​　民間事業者が参入しやすい環境を作るためには、​​「トライアル」の実施​​や、​​火気使用・占用許可等の規​
​制緩和​​、および官民のリスク分担（初期投資の抑制等）の整理が必要不可欠であることが分かった。​
​　今後はトライアルを活用したり、市民の方からご提案されるイベントに対して寄り添うなど、ソフト事​
​業に対して門戸を広げ、天ケ城を広く認知してもらえるよう努めたい。​



​③​​具体的な事業アイデア​

​　   各事業者よりいただいた事業アイデアを、カテゴリ別に整理した結果は以下のとおりです。​

​エリア​ ​カテゴリ​ ​主な意見​

​広場​ ​自然環境・​
​植栽​

​● 植物園化​
​　桜だけでなく、秋のコスモスやコキアなど植物を目的に集客する。​
​● 放牧・動物園的活用​
​　柵を設置して動物を放牧し、除草と観光を兼ねる。​

​宿泊・キャ​
​ンプ​

​● トレーラーハウス・キャンピングカー​
​　浄化槽が不要なタイプなどを活用し、広場等に設置。​
​● ビアキャンプ・テントサウナ​
​　地域の若者や住民をターゲットにした体験型宿泊。​

​企業・オ​
​フィス​

​● サテライトオフィス​
​　眺望の良さを活かし、デジタル系企業や地元企業の事務所を誘致する。​

​その他​ ​● アーバンスポーツ​
​　他施設では利用が制限されるスケボー等の受入。​
​● 大型犬ドッグラン​
​　一般的なサイズではなく大型犬に特化した施設。​
​● サーキット・育成コース​
​　電動カートやレーシングカーで周回するコース。​

​資料館​ ​城・資料館​
​の活用​

​● サバイバルゲーム​
​　城の敷地内であれば一般利用者との区分けが容易。​
​　レーザーシューターの使用で安全性も確保できる。​
​● 宿泊施設（城泊）・ホテル​
​　お城をホテルとして活用する、あるいは広場にトレーラーハウスを設置する。​

​意見まとめ​

​　アイデアベースで様々な意見をいただいた。エリアを絞ることで、現状とは違う事業イメージを把握​
​することができた。​

​７. 今後の方向性​

​　今回の調査では、「天ケ城公園」の活用に関して民間事業者の方々から様々なアイデアベースの意​
​見をいただきましたが、具体的な提案には至りませんでした。​
​　本市としては、今回のサウンディングの結果を踏まえ、イベント等での活用が見込まれるスペース​
​については、試行的な取組み（トライアル）を随時実施するとともに、管理面積の縮小を含めた維持​
​管理のあり方について検討を進めながら、公園全体の今後の方向性を定めていく所存です。​
​　今回の調査にご協力いただいた全ての皆様方に感謝申し上げます。​


